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きんたろう つよ こども 

むかし、 金太郎 という 強い 子供が ありました。 

さがみ のく にあし がら やま やまおく う 

相 模国足 柄 山の 山奥に 生まれて、 おかあさんの 山う ば 

といつ しょに くらして いました。 

きんたろう う とき ちからつ よ 

金 太郎は 生まれた 時から それ は それ は 力 が 強く つ 

いしうす たわら 

て、 もう 七つ 八つの ころに は、 石臼 や もみぬ かの 俵ぐ 

も あ たいてい おとな あいて 

らい、 へいきで 持ち上げました。 大抵の 大人 を 相手に 

と ま きんじょ あいて 

すもう を 取っても 負けませんでした。 近所に もう 相手 

きんたろう にち もリ 

がなくなる と、 つまらなく なって 金太郎 は、 一日 森の 

中 を かけまわりました。 そしてお かあさんに もらった 



じ な くま りょうて 

と 地び たに 投げつ けました。 熊 はへい こうして、 両手 

きんたろう けら い もリ 

をつ いて あやまって、 金 太郎の 家来に なりました。 森 

たいしょう くま きんたろう け-りい 

の 中で 大将 ぶんの 熊が へ いこうして 金 太郎の 家来に 

み さる 

なった の を 見て、 その あとから うさぎ だの、 猿 だの、 

しか き 

鹿 だのが ぞろぞろ ついて 来て、 

きんたろう ごけら い くだ 

「金 太郎 さん、 どうぞ わたくし も 御 家来に して 下さ 

いご 

い きんたろう 

と 言いました。 金太郎 は、 「よし、 よし ご とうなず 

いて、 みんな 家来に してやりました。 

きんたろう ま い あさ 

それから は 金太郎 は、 毎朝お かあさんに たくさんお 

むすび を こしらえて 頂いて、 森の 中へ 出かけて 行き 



きんたろう くちぶえ ふ 

ました。 金 太郎が 口笛 を 吹いて、 

「さあ、 みんな 来い。 みんな 来い ご 

よ くま か しら しか さる 

と 呼びます と、 熊 を 頭 に、 鹿 や 猿 やう さぎが の その 

き きんた ろ* つ けらい とも つ 

そ 出て 来ました。 金太郎 はこの 家来た ち をお 供に 連れ 

にち ある ほうぼう ある 

て、 一 日 山の 中 を 歩き まわりました。 ある 日 方々 歩い 

くさ は ところ き 

て、 やがて やわらかな 草の 生えて いる 所へ 来ます と、 

あ) だ ね 

みんな は 足 を 出して そこ へ ごろごろ 寝ころびました。 

こころ も あ きんたろう 

日が いい 心持ちそう に当たって いました。 金太郎 が、 

「さあ、 みんなす もう を 取れ。 ごほうび に はこのお む 

すび を やる ぞご 

い くま てち ほ 

と 言います と、 熊が むくむ くした 手で 地 を 掘って、 



「おもしろい、 おもしろ いご 

と 言って 手 をた たきました。 とうとうい ちばんお し 

きんたろう どひょう た 

まいに 金 太郎が 土俵の まん 中に つつ 立って、 

「さあ、 みんな かかって 来い ご 

、. おおで 

と 言いながら、 大手 を ひろげました。 そこでう さぎ 

さる しか くま 

と、 猿と、 鹿と、 いちばんお しまいに 熊が かかって い 

力た 

きました が、 片っぱ しから ころころ、 ころがされ てし 

まいました。 

なん よわむし こ 

「何 だ。 弱虫 だな あ。 みんな いっぺんに かかって 来 

いご 

きんたろう い あし 

と金 太郎が 言います と、 くやしが つ てう さぎが 足 を 



いわ おに あそ あそ い 

岩の 上で 鬼 ご つ こ をしたり して 遊び 遊び 行く うちに、 

大きな 谷川の ふちへ 出ました。 水 はごう ごうと 音 を 立 

いきお なが い はし 

てて、 えらい 勢 いで 流れて 行きます が、 あいにく 橋が 

かかって いません でした。 みんな は、 

「どうしましょう。 あとへ 引き返しましょう かご 

い きんたろう かお 

と 言いました。 金 太郎は ひと リ へいきな 顔 をして、 

「な あにいい よご 

い み 

と 言いながら、 そこら を 見 まわし ますと、 ちょうど 

かわ きし ふた すぎ た 

川の 岸に 二 かかえ も あるよう な 大きな 杉の 木が 立 つ て 

きんたろう だ 

いました。 金太郎 はま さかり を ほうり 出して、 いきな 

す * き リょぅ て ど 

り 杉の 木に 両手 を かけました。 そして 二、 三度 ぐんぐ 



ん 押した と 思う と、 めり めり とひ どい 音が して、 木 は 

川の 上に どつ さりと 倒れ かかって、 りっぱな 橋が でき 

きんたろう かた さき 

ました。 金太郎 はまた まさかり を 肩に かついで、 先に 

立って 渡って いきました。 みんな は 顔 を 見合わせて、 

てんでん に、 

ちから 

「えらい 力 だな あご 

あ 

とさ さやき 合いながら、 ついて 行きました。 

とき む いわ ひとり 

その 時 向こうの 岩の 上に きこりが 一 人 かくれて いて、 

ようす み きんたろう 

この 様子 を 見て いました。 金太郎 がむ ぞうさに、 大き 

な 木 をお し 倒した の を 見て、 目 を まるくしながら、 

こども こども 

「どうも ふしぎな 子 W だな。 どこの 子供だろう ご 



ふた リ ま か かお お あ 

た。 そこで 二人 はしば らく 真っ赤な 顔 をして 押し合い 

ました。 そのうち きこり はふい と、 

よ しょう ぷ 

「もう 止そう。 勝負が つかない ご 

と 言って、 手 を 引っ込めて しまいました。 それから 

改めて 座りな おして、 山う ばに 向かって、 ていねいに 

おじぎ をして、 

「どうも、 だしぬけに 失礼しました。 じつは さっき 

たこ-がわ すぎ お L こお 

ぼっちゃんが、 谷川の そばで 大きな 杉の 木 を 押し倒し 

み き 

たと ころ を 見て、 おどろいて ここまで ついて 来たので 

いま うで と だい リき 

す。 今 また 腕ず もう を 取って、 いよいよ 大力な のにお 

いま ゆうし 

どろき ました。 どうして この 子 は 今にえ らい 勇士に な 



だ ご 

い こお ど 

と 言って、 小踊り をして いました。 

きんたろう うすいの さ だみ つ つ みやこ のぼ 

金太郎 がいよ いよ 碓井貞 光に 連れられて 都へ 上る 

き くま しか さる つ 

と いう こと を 聞いて、 熊 も 鹿 も 猿もう さぎ もみん な 連 

だ わか い き きんたろう 

れ 立って お別れ を 言いに 来ました。 金 太郎は みんなの 

あたま か 

頭 を 代わり ばんこに なでて やって、 

「みんな 仲よ く 遊んで おくれ ご 

と 言いました。 みんな は、 

きんたろう はや 

「金 太郎 さんがい なくなって さびしい な あ。 早く えら 

たいしょう かお み くだ 

い 大将に なって、 また 顔 を 見せて 下さい ご 

と 言 つ て 、 名残 S5 しそうに 帰つ て いきました。 
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